
◎令和６年度 江戸川区立篠崎第五小学校 

第５学年体育科（保健領域） 評価規準 
 

５年 

【単元（章）名】 １ 「心の健康」 ●教科書 p.７～22 ●配当時数：４時間  

【学習指導要領の内容】Ｇ 保健(1)心の健康 

 

１ 単元（章）の目標 

(1)心の発達，心と体との密接な関係，不安や悩みへの対処について理解することができるようにするとともに，不安や悩みへ

の対処についての技能を身に付けることができるようにする。 

(2)心の健康について，課題を見つけ，その解決に向けて思考し判断するとともに，それらを表現することができるようにする。 

(3)心の健康について，健康や安全の大切さに気づき，自己の健康の保持増進や回復に進んで取り組むことができるようにする。 

 

２ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①心は人との関わり，自然とのふれあいな

ど様々な生活経験や学習を通して年齢

に伴って発達するが，発達の仕方には個

人差があることについて，理解したこと

を言ったり書いたりしている。 

②心と体は深く影響し合っていることに

ついて，理解したことを言ったり書いた

りしている。 

③不安や悩みへの対処としての呼吸法や

体ほぐしの運動について理解したこと

を言ったり書いたりしているとともに，

呼吸法や体ほぐしの運動を行うことが

できる。 

④不安や悩みは誰もが経験することであ

り，そうした場合には，信頼できる人に

相談したり，気分を変えたりすることな

ど様々な方法があり，自分に合った適切

な方法で対処できることについて，理解

したことを言ったり書いたりしている。 

①自己の経験と学習したことを関連付け

て，よりよく心を発達させる適切な方法

や心と体の関わりについて考え，考えた

ことを説明している。 

②呼吸法や体ほぐしの運動を行い，行い方

のポイントや気分の変化などについて

気づいたことをワークシートに書いた

り，不安や悩みに対する様々な方法を考

え，学習したことを活用して，適切な方

法を選んだりしている。 

 

 

 

 

 

 

①心の健康について，課題の解決に

向けての話し合いや発表などの

学習，教科書や資料を調べたり，

自分の生活を振り返ったりする

などの学習に進んで取り組もう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５年 

【単元（章）名】 ２ 「けがの防止」 ●教科書 p.23～44 ●配当時数：４時間  

【学習指導要領の内容】Ｇ 保健(2)けがの防止 

 

１ 単元（章）の目標 

(1)交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがとその防止，けがの手当について，理解することができるよう

にするとともに，けがの簡単な手当についての技能を身に付けることができるようにする。 

(2)けがの防止について,課題を見つけ，その解決に向けて思考し判断するとともに，それらを表現することができるようにする。  

(3)けがの防止について,健康や安全の大切さに気づき,自己の健康の保持増進や回復に進んで取り組むことができるようにする。 

 

２ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①事故やけがの多くは，人の行動と周りの

環境が原因で起こること。また，人の行

動は，そのときの心や体の状態と関係し

ていることについて，理解したことを言

ったり書いたりしている。 

②交通事故を防止するには，周囲の状況を

よく見極め，危険に早く気づいて，的確

な判断の下に安全に行動すること。ま

た，安全施設の整備や適切な規制が行わ

れていることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。  

③学校や地域でのけが，犯罪被害を防止す

るには周囲の状況をよく見極め，危険を

予測し，安全に行動することが必要であ

ること。また，環境を安全に整えること

が必要であることについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

④けがをしたときは，けがの種類や程度な

どの状況をできるだけ速やかに把握し

て手当をし，近くの大人に知らせるこ

と。また，簡単な手当について，理解し

たことを言ったり書いたりしていると

ともに，簡単な手当てができる。  

①事故にあいそうになったり，けがをしそ

うになったりした経験を思い出し，危険

の予測や回避の方法を考えたり，選んだ

りするとともに，通学路などでの交通事

故を防止するための具体的な方法を考

え，考えたことを友達と伝え合ったりし

ている。 

②学校や地域でのけがの防止や犯罪被害

を防止するための課題を見つけ，考えた

解決方法を友達と伝え合ったりすると

ともに，自分がけがをした経験を振り返

り，学習したことを参考にして，けがの

種類に応じた手当の仕方を選んだりし

てしる。  

 

 

 

①健康や安全の大切さに気づき，け

がの防止についての学習に進ん

で取り組もうとしている。 

 

 

 

※参考…教科書 42ページ「はってん 自然災害から身を守る」の評価規準 

知識 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

※自然災害から身を守るには，どんな危険

があるかを予測し，日頃から災害に備え

ること。また，災害が発生したときには，

正しい判断をして安全な行動をとるこ

とについて，理解したことを言ったり書

いたりしている。  

※地震などの自然災害が起きたときの

身の守り方について考え，自分が考え

る身の守り方を友達と伝え合ったり

している。 

 

※自然災害について関心をもち，災

害から身を守る方法について調

べたり，災害への備えについて友

達と話し合ったりする学習に進

んで取り組もうとしている。 

 


